
第１回代表者会議 資料 

２０１８年６月２４日 

春日部市放課後児童クラブ父母会連絡会 

 

１．要望書提出の報告 

 

６月８日（金）に、保育課に要望書（別添資料）を提出（土井、吹田）。 

神谷課長、臼倉主幹、宗像主査と懇談。 

要望書の内容の他、それを実現するための予算増額、指導員の処遇改善並びにキャリアアップ補助金の

活用などを要望。連絡会ニュースの掲示などについても、許可してもらえる様、再度お願い。 

 

※処遇改善事業補助金 

 １８時半以降まで開設する児童クラブに於いて、職員の賃金改善に必要な費用を補助す 

 る（国 1/3、県 1/3、市町村 1/3）。年間 154 万円まで。 

※キャリアアップ処遇改善事業補助金 

 勤続年数や研修実績に応じた賃金改善に要する費用を補助する（国 1/3、県 1/3、市町村 

 1/3）。年間 12.4 万円（経験５年未満）、24.8 万円（５年以上）、37.2 万円（１０年以上）。 

 

２．所沢市の放課後児童クラブ運営主体が大幅に変更された件 

 

昨年実施された指定先公募により、３１クラブのうち１３クラブが指定先変更へ。 

運営主体が１団体から８団体へ。 

 

＜H29 年度まで＞           ＜H30 年度から＞    

NPO所沢市学童保育の会が       NPO所沢市学童保育の会･･･18 クラブ 

全 31 クラブ一括指定。         (株)かぐどう舎･･･2 クラブ 

                    葉隠勇進(株)･･･3 クラブ 

                    社会福祉法人わかたけ会･･･2 クラブ 

                    (株)コマーム･･･2 クラブ 

                    学校法人マルハ学園･･･2 クラブ 

                    社会福祉法人法水会･･･2 クラブ 

 

・指導員と子どもたちの涙の別れも･･･指導員の入れ替わり。 

・一部で「指導員が子どもと遊んでくれなくなった」･･･安全に見守るだけ？ 

 

 

 



３．春日部市放課後児童クラブの指定先公募開始 

 

・春日部市放課後児童クラブ 指定管理者募集要項 公開（6/15～） 

   市内３ブロックに分割しての募集 

   A ブロック（粕壁・内牧・豊春・八木崎・上沖・立野・宮川） 

    １５クラブ、定員６８９名、基準価格７９３，３０３千円  

   B ブロック（武里・豊野・備後・緑・正善・藤塚・武里南・武里西） 

    １１クラブ、定員５８２名、基準価格６１３，９６７千円 

   C ブロック（幸松・牛島・小渕・南桜井・川辺・桜川・中野・江戸川） 

    １４クラブ、定員６５５名、基準価格６９０，３００千円 

   ※全クラブの年間運営基準価格（５年間平均）は４１９，５１４千円 

    （H30 年度予算は３６５，８８９千円）･･･児童数増も見込んだ増額？ 

    一方で、選定会議では「コストダウン」も評価の対象！ 

・選定スケジュール 

   質問事項受付 6/15～29 

   質問事項回答 7/6（市公式 HP にて公開） 

   申請受付   7/13～20 

   現地説明会  6/26 粕壁放課後児童クラブにて 

   プレゼンテーション 9 月下旬 

   審査結果通知 10 月中旬から下旬 

   決定     12 月中旬（市議会 12 月定例会にて） 

・業務に関する仕様書について 

   仕様書･･･運営に関する要求事項を網羅した文書 

   （趣旨、基本事項、施設の概要、休室日及び開室時間、管理経費、業務内容、施設の 

    維持管理、職員採用・配置、業務報告、災害・事故対策、etc.） 

   ＜支援員の配置について＞ 

    「常勤支援員を必ず２人以上配置すること」 

    「単位が５１人から７０人の場合は、入室児童概ね２５人につき支援員１人という 

    これまでの考え方を勘案し、常勤支援員１人以上を加配する事」 

    ※H25 年仕様書には「児童数概ね２５人につき指導員１人を基準とし」のみ記載。 

     ･･･にもかかわらず、H28～29 は 51 名以上のクラブにも常勤指導員２人配置！ 

    ※H30 は指導員定数７９名に対し、７１名しか確保できていない（5/17 現在）！ 

    

安全で安心な保育環境を実現するために必要なこと･･･ 

◇仕様書の要求を遵守する配置体制 ← 指導員の定数確保 ← 委託費増額により待遇改善 

 

以上 


